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田村剛一議員

環境保全

放
射
能
汚
染
か
ら
三
陸
を
守
れ

漁
業
・
健
康
被
害
の
防
止
に
取
り
組
む

児童育成

学
童
保
育
の
整
備
拡
充

次
世
代
育
成
支
援
計
画
の
中
で
検
討

町の考えを聞く

質
問

青
森
県
六
ヶ
所
村
の

核
燃
再
処
理
工
場
が
試
験
操
業

を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
三
陸

の
海
が
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
る

心
配
が
出
て
き
た
。
町
村
会
で

も
市
長
会
と
同
様
、
県
や
原
燃

に
対
し
、
監
視
体
制
の
強
化
、

住
民
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
申

し
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長

沿
岸
市
町
村
長

は
四
月
二
十
五
日
再
処
理
工
場

を
視
察
し
、
県
内
説
明
会
の
開

催
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
住

民
を
代
表
し
不
安
を
表
明
し
て

き
た
。
六
月
二
日
に
は
知
事
と

の
懇
談
の
場
で
、
日
本
原
燃
に

県
内
で
の
説
明
会
開
催
と
沿
岸

で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
を

要
請
す
る
こ
と
、
同
様
に
県
独

自
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

を
要
望
し
た
。

町
村
会
で
も
五
月
二
十
九
日

の
会
議
で
市
長
会
と
同
様
の
申

し
入
れ
を
す
る
こ
と
を
決
定
。

今
後
も
、
放
射
能
に
よ
る
漁
業

被
害
、
健
康
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

「
三
陸
の
豊
か
な
海

を
守
る
会
」
で
は
、
放
射
能
を

海
に
流
す
こ
と
を
規
制
す
る
法

制
定
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。
町
長
に
も
賛

同
を
。

沼
崎
町
長

市
民
団
体
の
運

動
に
す
ぐ
の
る
の
は
自
治
体
と

し
て
ど
う
か
。
沿
岸
の
首
長
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

質
問

町
民
の
間
か
ら
学
童

保
育
の
整
備
拡
充
を
求
め
る
声

が
出
て
い
る
。
子
育
て
支
援
、

子
供
を
守
る
安
全
対
策
の
面
か

ら
も
、
学
童
保
育
の
整
備
拡
充

は
急
務
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

学
童
保
育
は
昼

間
保
護
者
の
い
な
い
小
学
校
低

学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
学
校

の
空
き
教
室
や
児
童
館
な
ど
で

放
課
後
、
遊
び
や
生
活
の
指
導

を
す
る
も
の
。

本
町
で
は
、
轟
木
児
童
館
と

山
田
南
小
学
校
の
空
き
教
室
で

実
施
し
て
お
り
、
南
小
学
校
に

は
北
小
学
校
か
ら
の
児
童
も
受

け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年

策
定
し
た
「
や
ま
だ
ま
ち
次
世

代
育
成
支
援
計
画
」
で
も
整
備

充
実
を
目
標
と
し
て
お
り
、
拡

充
の
実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

質
問

南
小
で
の
学
童
保
育

は
、
児
童
数
が
定
員
の
四
十
人

を
超
え
て
い
る
と
聞
く
。
北
小

を
含
め
二
カ
所
以
外
に
も
拡
充

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

具
体
的
に
は
言

え
な
い
が
、
次
世
代
育
成
支
援

計
画
の
中
で
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

三陸の新鮮で安全な海産物をいつまでも
（山田魚市場の水揚げの様子）


